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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板と、
　前記第１基板と対向している第２基板と、
　前記第１基板と第２基板の間に注入されている液晶層と、
　前記第１基板の外側に配置されている二軸性補償フィルムと、
　前記二軸性補償フィルムの外側に配置されている第１偏光板と、
　前記第２基板の外側に配置されている一軸性補償フィルムと、
　前記一軸性補償フィルムの外側に配置されている第２偏光板と、
を含み、前記一軸性補償フィルムは、フィルムの厚さ方向をｚ軸とし、ｘ，ｙ，ｚ軸方向
の屈折率をそれぞれｎｘ，ｎｙ，ｎｚとし、フィルムの厚さをｄとする時、Ｒｏ＝（ｎｘ
－ｎｙ）×ｄであり、Ｒｏ＜１０を満足する準Ｃプレート一軸性補償フィルムであり、
　前記一軸性補償フィルムのＲo＝（ｎｘ－ｎｙ）×ｄ及びＲth＝（ｎｚ－（ｎｘ＋ｎｙ
）/２）×ｄをそれぞれＲo（Ｃプレート）、Ｒth（Ｃプレート）とし、二軸性補償フィル
ムのＲo＝（ｎｘ－ｎｙ）×ｄ及びＲth＝（ｎｚ－（ｎｘ＋ｎｙ）/２）×ｄをそれぞれＲ
o（二軸性補償フィルム）、Ｒth（二軸性補償フィルム）とする時、前記二軸性補償フィ
ルム及び前記一軸性補償フィルムのＲoとＲthの間には、数式Ｒｏ（二軸性補償フィルム
）=〔０．００２８×（Ｒｔｈ（Ｃプレート））2－０．００８３３×Ｒｔｈ（Ｃプレート
）＋５０〕±１５ｎｍと、Ｒｔｈ（二軸性補償フィルム）＝〔－０．０００７×（Ｒｔｈ
（Ｃプレート））2－０．９５８３×Ｒｔｈ（Ｃプレート）＋１６５〕±２０ｎｍが成立
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する、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１及び第２偏光板は、偏光フィルムとその両側に取り付けられているＴＡＣフィ
ルムが結合して構成される請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１及び第２偏光板を構成するＴＡＣフィルムのＲｔｈは、４５ｎｍから６５ｎｍ
の間にある請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記Ｃプレート一軸性補償フィルムはＴＡＣフィルムである請求項１に記載の液晶表示
装置。
【請求項５】
　前記Ｃプレート一軸性補償フィルムは、４５ｎｍ≦Ｒｔｈ≦５５ｎｍであるＴＡＣフィ
ルム１枚からなり、前記ＴＡＣフィルムの遅い軸は前記第２偏光板の吸収軸と平行でおり
、前記二軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは４３≦Ｒｏ≦７３、９５≦Ｒｔｈ≦１３５で
ある請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記Ｃプレート一軸性補償フィルムは、４５ｎｍ≦Ｒｔｈ≦５５ｎｍであるＴＡＣフィ
ルム１枚からなり、前記ＴＡＣフィルムの遅い軸は前記第２偏光板の吸収軸と直交してお
り、前記二軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは３５≦Ｒｏ≦６５、９５≦Ｒｔｈ≦１３５
である請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記Ｃプレート一軸性補償フィルムは、５５ｎｍ≦Ｒｔｈ≦６５ｎｍであるＴＡＣフィ
ルム１枚からなり、前記ＴＡＣフィルムの遅い軸は前記第２偏光板の吸収軸と平行でおり
、前記二軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは５０≦Ｒｏ≦８０、８５≦Ｒｔｈ≦１２５で
ある請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記Ｃプレート一軸性補償フィルムは、５５ｎｍ≦Ｒｔｈ≦６５ｎｍであるＴＡＣフィ
ルム１枚からなり、前記ＴＡＣフィルムの遅い軸は前記第２偏光板の吸収軸と直交してお
り、前記二軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは３５≦Ｒｏ≦６５、８５≦Ｒｔｈ≦１２５
である請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記Ｃプレート一軸性補償フィルムは、４５ｎｍ≦Ｒｔｈ≦５５ｎｍであるＴＡＣフィ
ルム２枚からなり、前記二つのＴＡＣフィルムの遅い軸と前記第２偏光板の吸収軸は互い
に平行でおり、前記二軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは６５≦Ｒｏ≦９５、４２≦Ｒｔ
ｈ≦８２である請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記Ｃプレート一軸性補償フィルムは、４５ｎｍ≦Ｒｔｈ≦５５ｎｍであるＴＡＣフィ
ルム２枚からなり、前記二つのＴＡＣフィルムの遅い軸は互いに平行であり、前記第２偏
光板の吸収軸とは直交し、前記二軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは４５≦Ｒｏ≦７５、
４２≦Ｒｔｈ≦８２である請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記Ｃプレート一軸性補償フィルムは、４５ｎｍ≦Ｒｔｈ≦５５ｎｍであるＴＡＣフィ
ルム２枚からなり、前記二つのＴＡＣフィルムの遅い軸は互いに直交しており、前記第２
偏光板の吸収軸とは直交または平行であり、前記二軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは５
５≦Ｒｏ≦８５、４２≦Ｒｔｈ≦８２である請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記Ｃプレート一軸性補償フィルムは、５５ｎｍ≦Ｒｔｈ≦６５ｎｍであるＴＡＣフィ
ルム２枚からなり、前記二つのＴＡＣフィルムの遅い軸と前記第２偏光板の吸収軸は互い
に平行であり、前記二軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは、８０≦Ｒｏ≦１１０、２０≦
Ｒｔｈ≦６０である請求項４に記載の液晶表示装置。
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【請求項１３】
　前記Ｃプレート一軸性補償フィルムは、５５ｎｍ≦Ｒｔｈ≦６５ｎｍであるＴＡＣフィ
ルム２枚からなり、前記二つのＴＡＣフィルムの遅い軸は互いに並び、前記第２偏光板の
吸収軸とは直交し、前記二軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは、５５≦Ｒｏ≦８５、２０
≦Ｒｔｈ≦６０である請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記Ｃプレート一軸性補償フィルムは、５５ｎｍ≦Ｒｔｈ≦６５ｎｍであるＴＡＣフィ
ルム２枚からなり、前記二つのＴＡＣフィルムの遅い軸は互いに直交しており、前記第２
偏光板の吸収軸とは直交または平行し、前記二軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは、６５
≦Ｒｏ≦９５、２０≦Ｒｔｈ≦６０である請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記第１偏光板は偏光フィルムと光リサイクリングフィルムが結合して構成される請求
項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記第１基板は薄膜トランジスタ表示板であり、前記第２基板は色フィルター表示板で
ある請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記第１基板は色フィルター表示板であり、前記第２基板は薄膜トランジスタ表示板で
ある請求項１に記載の液晶表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置とそれに用いられる薄膜トランジスタ表示板及びその製造方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、電極が形成されている上部及び下部基板とその間に注入されている液
晶物質で構成されている。このような液晶表示装置は、２つの基板の間に注入されている
液晶物質に電極を利用して電界を印加し、この電界の強さを調節して、基板に透過される
光の量を調節することにより画像を表示する。
【０００３】
　液晶表示装置の中でも現在最も広く使われているものは、２つの基板に基準電極と画素
電極が各々形成され、画素電極が形成されている基板に画素電極に印加される電圧をスイ
ッチングする薄膜トランジスタが形成されているものである。
【０００４】
　また、液晶を２つの基板に対して垂直に配向する垂直配向モードはコントラスト比が優
れ、視野角改善に有利であるので多く用いられている。
【０００５】
　ところが、このような液晶表示装置においては、側面に向かうにつれて光漏れが増加し
、側面視認性を低下させ視野角が狭くなるという問題がある。側面に向かうにつれて光漏
れが増加する理由としては次の２つがある。第１に、液晶が垂直配向されている状態では
、正面からはリタデーションが発生しないが、側面からは光経路が液晶の光軸から外れて
リタデーションが発生し、偏光状態が変わるので光漏れが発生する。第２に、正面からは
第１偏光子と第２偏光子が直角であるが、側面に向かうにつれて第１偏光子と第２偏光子
が直角でなくなるので光漏れが発生する。
【０００６】
　このような問題を解決するために補償フィルムを用いるが、補償フィルムの値段が高い
ため、補償フィルムの数が増えれば液晶表示装置のコストに大きい影響を与えることにな
る。
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、側面の光漏れを防止し液晶表示装置の画質を向上させることである。
本発明の他の目的は、液晶表示装置の製造コストを低減することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記技術的課題を解決するために、本発明は、第１基板、前記第１基板と対向している
第２基板、前記第１基板と第２基板の間に注入されている液晶層、前記第１基板の外側に
配置されている二軸性補償フィルム、前記二軸性補償フィルムの外側に配置されている第
１偏光板、前記第２基板の外側に配置されているＣプレート一軸性補償フィルム、前記Ｃ
プレート一軸性補償フィルムの外側に配置されている第２偏光板を含み、前記Ｃプレート
一軸性補償フィルムはＲｏ＜１０を満足する液晶表示装置であることを特徴とする。
【０００９】
　この時、前記第１及び第２偏光板は、偏光フィルムとその両側に取り付けられているＴ
ＡＣフィルムが結合した構成とすることができる。前記第１及び第２偏光板を構成するＴ
ＡＣフィルムのＲｔｈは４５ｎｍ～６５ｎｍの間であることが好ましい。
【００１０】
　また、前記二軸性補償フィルム及び前記Ｃプレート一軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈ
の間には、数式
　Ｒｏ（二軸性補償フィルム）＝〔０．００２８×（Ｒｔｈ（Ｃプレート））２－０．０
０８３３×Ｒｔｈ（Ｃプレート）＋５０〕±１５ｎｍと、
　Ｒｔｈ（二軸性補償フィルム）＝〔－０．０００７×（Ｒｔｈ（Ｃプレート））２－０
．９５８３×Ｒｔｈ（Ｃプレート）＋１６５〕±２０ｎｍが成立するのが好ましい。前記
Ｃプレート一軸性補償フィルムはＴＡＣフィルムであり得る。
【００１１】
　この時、前記Ｃプレート一軸性補償フィルムは、Ｒｔｈ＝５０ｎｍのＴＡＣフィルム１
枚からなり、前記ＴＡＣフィルムの遅い軸は前記第２偏光板の吸収軸と平行であり、前記
二軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは、４３≦Ｒｏ≦７３、９５≦Ｒｔｈ≦１３５である
か、または前記ＴＡＣフィルムの遅い軸は前記第２偏光板の吸収軸と直交しており、前記
二軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは、３５≦Ｒｏ≦６５、９５≦Ｒｔｈ≦１３５である
構成とすることができる。
【００１２】
　また、前記Ｃプレート一軸性補償フィルムは、Ｒｔｈ＝６０ｎｍのＴＡＣフィルム１枚
からなり、前記ＴＡＣフィルムの遅い軸と前記第２偏光板の吸収軸は平行でおり、前記二
軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは、５０≦Ｒｏ≦８０、８５≦Ｒｔｈ≦１２５であるか
、または前記ＴＡＣフィルムの遅い軸は前記第２偏光板の吸収軸と直交しており、前記二
軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは、３５≦Ｒｏ≦６５、８５≦Ｒｔｈ≦１２５であるこ
とができる。
【００１３】
　また、Ｃプレート一軸性補償フィルムは、Ｒｔｈ＝５０ｎｍのＴＡＣフィルム２枚から
なり、前記二つのＴＡＣフィルムの遅い軸と前記第２偏光板の吸収軸は互いに平行でおり
、前記二軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは、６５≦Ｒｏ≦９５、４２≦Ｒｔｈ≦８２で
あるか、または前記二つのＴＡＣフィルムの遅い軸は互いに平行であり、前記第２偏光板
の吸収軸とは直交し、前記二軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは、４５≦Ｒｏ≦７５、４
２≦Ｒｔｈ≦８２、または前記二つのＴＡＣフィルムの遅い軸は互いに直交しており、前
記第２偏光板の吸収軸とは直交または平行であり、前記二軸性補償フィルムのＲｏとＲｔ
ｈは、５５≦Ｒｏ≦８５、４２≦Ｒｔｈ≦８２であることができる。
【００１４】
　また、前記Ｃプレート一軸性補償フィルムは、Ｒｔｈ＝６０ｎｍのＴＡＣフィルム２枚
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からなり、前記二つのＴＡＣフィルムの遅い軸と前記第２偏光板の吸収軸は互いに平行で
あり、前記二軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは、８０≦Ｒｏ≦１１０、２０≦Ｒｔｈ≦
６０であるか、または前記二つのＴＡＣフィルムの遅い軸は互いに平行であり、前記第２
偏光板の吸収軸とは直交し、前記二軸性補償フィルムのＲｏとＲｔｈは、５５≦Ｒｏ≦８
５、２０≦Ｒｔｈ≦６０であるか、または前記二つのＴＡＣフィルムの遅い軸は互いに直
交しており、前記第２偏光板の吸収軸とは直交または平行であり、前記二軸性補償フィル
ムのＲｏとＲｔｈは、６５≦Ｒｏ≦９５、２０≦Ｒｔｈ≦６０であることができる。
【００１５】
　また、前記第１偏光板は偏光フィルムと光リサイクリングフィルムが結合して構成され
ることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、二軸性補償フィルムの代わりに低コスト且つ材料の信頼性の高いＣプ
レート一軸性補償フィルム（代表的にはＴＡＣフィルム）を使用することにより、液晶表
示装置の生産コストを節減し、視野角と色特性を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　添付した図面を参照して本発明の実施例に対して本発明の属する技術分野における通常
の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本発明は多様な形
態で実現することができ、ここで説明する実施例に限定されない。
【００１８】
　図面は、各種の層及び領域を明確に表現するために厚さを拡大して示している。明細書
全体を通じて類似した部分については同一図面符号を付けている。層、膜、領域、板など
の部分が他の部分の“上に”あるとする時、これは他の部分の“すぐ上に”ある場合に限
らず、その中間に更に他の部分がある場合も含む。逆に、ある部分が他の部分の“すぐ上
に”あるとする時は、中間に他の部分がないことを意味する。
【００１９】
　以下、本発明の実施例による液晶表示装置及び液晶表示装置用照射装置について図面を
参照して詳細に説明する。図１は本発明の第１実施例による液晶表示装置の断面図である
。
【００２０】
　本発明の第１の実施例による液晶表示装置は、互いに対向している薄膜トランジスタ表
示板１と色フィルター表示板２、これらの基板１、２の間に注入密封されている液晶物質
からなる液晶層３、第１及び第２偏光フィルム１２、２２、第１及び第２偏光フィルム１
２、２２の支持体である第１～第４ＴＡＣフィルム１３、１５、２３、２５、Ｃプレート
一軸性補償フィルム１４及び二軸性補償フィルム２４を含む。
【００２１】
　薄膜トランジスタ表示板１には、ゲート線、データ線、薄膜トランジスタ及び画素電極
が形成されている。ゲート線とデータ線が交差してマトリックス状に画素領域を定義し、
各画素領域にはスイッチング素子である薄膜トランジスタと画素電極が形成されている。
【００２２】
　色フィルター表示板２には、ブラックマトリックス、色フィルター及び基準電極が形成
されている。ブラックマトリックスは、マトリックス状に画素領域を定義し、各画素領域
には赤、緑、青色の色フィルターが繰り返し形成され、色フィルター上には透明な導電物
質からなる基準電極が形成されている。この時、色フィルターは色フィルター表示板２上
ではなく、薄膜トランジスタ表示板１に形成することができ、基準電極も薄膜トランジス
タ表示板１上に画素電極と並んで形成することができる。
【００２３】
　液晶層３の液晶分子は、長軸が二つの基板１、２に対して垂直に配向し、第１偏光フィ
ルム１２は、偏光フィルムと光リサイクリングフィルムが結合して構成できる。光リサイ
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クリングフィルムとしては、ＤＢＥＦ-Ｄフィルム、ＢｅｐｏｌまたはＮｉｐｏｃｓなど
を使用する。２つの偏光フィルム１２、２２の偏光軸は正面から見て互いに垂直に配置さ
れている。
【００２４】
　ここで、Ｃプレート一軸性補償フィルム１４はＴＡＣフィルムであり、図１には単一フ
ィルムで示されているが、２枚のフィルムを接着剤で張り付けたり、ラミネーションで形
成した二重フィルムを使用することもできる。本実施例において、Ｃプレート一軸性補償
フィルム１４としてＴＡＣフィルムを使用するのは、ＴＡＣフィルムが信頼性が優れ、安
価な材料であるためであり、その他のＣプレート材料を使用することも可能である。ここ
で、Ｃプレートとは、フィルムの厚さ方向をｚ軸方向とする時、各方向の屈折率異方性が
ｎｘ＝ｎｙ＞ｎｚであるフィルムをいう。Ｒｏ＝（ｎｘ－ｎｙ）×ｄ、Ｒｔｈ＝〔ｎｚ－
（ｎｘ＋ｎｙ）/２〕×ｄと定義されるので、Ｃプレート補償フィルム１４のＲｏ=０であ
る。しかし、Ｒｏ＜１０＜＜Ｒｔｈのフィルムに対しても、準Ｃプレート補償フィルムと
して、本発明のＣプレート補償フィルム１４として使用することができる。ＴＡＣフィル
ムにおいても、Ｒｏが０～１０の間の値を有するので完全なＣプレート補償フィルムでは
ないが、Ｒｏ＜１０、５Ｒｏ＜Ｒｔｈの関係を満足するＣプレート補償フィルムとして本
発明の実施例による液晶表示装置のＣプレート一軸性補償フィルム１４として使用できる
。色フィルター表示板２の外側には二軸性補償フィルム２４が配置されている。二軸性補
償フィルムとは、ｘ、ｙ、ｚ軸に対する屈折率異方性がｎｘ≠ｎｙ≠ｎｚである場合であ
る。二軸性補償フィルム２４のＲｔｈとＲｏは、Ｃプレート一軸性補償フィルム１４のＲ
ｔｈによって定まる。即ち、次の数式を満足する。
（数式１）
Ｒｏ（二軸性補償フィルム）＝〔０．００２８×（Ｒｔｈ（Ｃプレート））２－０．００
８３３×Ｒｔｈ（Ｃプレート）＋５０〕±１５ｎｍ
（数式２）
Ｒｔｈ（二軸性補償フィルム）＝〔－０．０００７×（Ｒｔｈ（Ｃプレート））２－０．
９５８３×Ｒｔｈ（Ｃプレート）＋１６５〕±２０ｎｍ
　前記数式１及び数式２は実験結果から求められたものであって、前記数式を満足する二
軸性補償フィルム２４を用いれば、偏光軸と４５°をなす方向で８５°以上の視野角を有
する液晶表示装置を提供することができる。
【００２５】
　図２は、Ｃプレート一軸性補償フィルム１４のＲｔｈをｘ軸とし、二軸性補償フィルム
２４のＲｏとＲｔｈをｙ軸として、数式１及び２をグラフで示したものである。
【００２６】
　前記実施例では、Ｃプレート一軸性補償フィルム１４が薄膜トランジスタ表示板１側に
配置され、二軸性補償フィルム２４が色フィルター表示板２側に配置されているが、その
反対で配置されることもできる。前記数式１及び２を参照して実際に適用可能性が大きい
Ｃプレート一軸性補償フィルム１４と二軸性補償フィルム２４の条件を求めると、次の表
１の通りである。
【００２７】
【表１】

　Ｃプレート一軸性補償フィルムのＲｔｈを５０、６０、１００、１２０とするのは、現
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在商品化されたＴＡＣフィルムとして容易に実現できる数値であるためである。つまり、
現在商品化されているＴＡＣフィルムは、Ｒｔｈ５０ｎｍ、厚さ８０μｍとＲｔｈ６０ｎ
ｍ、厚さ１００μｍの二種類がある。１００ｎｍと１２０ｎｍは、これら二種類のＴＡＣ
フィルムを二重にして実現する。ここで、Ｒｔｈ５０ｎｍのＴＡＣフィルムは、実質的に
はＲｔｈ４５ｎｍ～５５ｎｍの間のＴＡＣフィルムを意味しており、Ｒｔｈ６０ｎｍのＴ
ＡＣフィルムは、実質的にはＲｔｈ５５ｎｍ～６５ｎｍの間のＴＡＣフィルムを意味する
。ところが、ＴＡＣフィルムは完全なＣプレート一軸性補償フィルムでない。つまり、Ｒ
ｏは０ではなく０～１０ｎｍの間の値を有する。これを考慮すれば、表１の二軸性補償フ
ィルムのＲｏの値は調整される。この時は、ＴＡＣフィルムの遅い軸（ｓｌｏｗ　ａｘｉ
ｓ）が隣接した偏光板の吸収軸と平行な場合と垂直な場合とに分けて考えられる。
【００２８】
　まず、ＴＡＣフィルムの遅い軸が偏光板の吸収軸と並んでいる場合は、次の表２の通り
である。この時は、ＴＡＣフィルムのＲｏが視野角を悪化させる方に作用する。従って、
これを補償するためには二軸性補償フィルムのＲｏ値を高める必要がある。
【００２９】
【表２】

　前記のように、ＴＡＣフィルムの遅い軸と偏光板の吸収軸とが平行に配置される方が製
造のために有利である。つまり、ＴＡＣフィルムはその遅い軸方向に沿ってロールに巻か
れており、偏光板はその吸収軸方向に沿ってロールに巻かれているので、二つのロールを
上下に並べて配置し、広げながらラミネーションしたり張り付けると、ＴＡＣフィルムの
遅い軸と偏光板の吸収軸が平行に配置される。
【００３０】
　次に、ＴＡＣの遅い軸と偏光板の吸収軸とが垂直である場合を検討する。まず、ＴＡＣ
フィルムを１枚使用する場合は表３の通りである。この場合には、ＴＡＣのＲｏが視野角
を向上させる方に作用するので、これを考慮して二軸性補償フィルムのＲｏ値を下げる必
要がある。
【００３１】
【表３】
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　この場合には、６０ｎｍＴＡＣフィルム１枚と（Ｒｏ＝５０、Ｒｔｈ＝１０５）アート
ン（Ａｒｔｏｎ）材料や（Ｒｏ＝５０、Ｒｔｈ＝９０）Ｓ-ｃｉｎａ対がよく一致する。
ＴＡＣフィルム２枚を使用する場合は、次の表４の通りである。
【００３２】
【表４】

　上記表１～表４を整理すれば表５の通りである。
【００３３】
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【表５】

　前記のケース１～１０において、ＴＡＣフィルムとは、偏光フィルム１２、２２の両側
に取り付けられている支持体としてのＴＡＣを除いたＣプレート一軸性補償フィルム１４
としてのＴＡＣフィルムのみを示す。偏光フィルム１２、２２の両側に取り付けられてい
る支持体としてのＴＡＣは、Ｒｔｈ＝４５～６５ｎｍ程度の自体リタデーションを有し、
Ｒｏも０~１０ｎｍ程度を有する。また、これら支持体としてのＴＡＣは、その遅い軸が
偏光フィルムの吸収軸と平行になるようにラミネーションされている。
【００３４】
　前記のケース１０の中でＴＡＣフィルム１枚を使用するケース１～４の場合が、コスト
節減のために最も有利であり、ケース３及び４の場合は、視野角と色特性が二軸性フィル
ムを２枚使用した場合よりも優れているか、それと同じである。特に、ケース４は、視野
角と色特性の両方において二軸性フィルムを２枚使用する場合に比して優れている。次は
、前記内容を図３、図４を参照して検討する。
【００３５】
　図３は、本発明の実施例による液晶表示装置の視野角を従来の技術（二軸性フィルム２
枚を使用する技術）による液晶表示装置の視野角と比較したグラフである。
【００３６】
　図３で、ケース４のコントラスト比（Ｃ/Ｒ）が二軸性フィルム２枚を使用する従来の
場合より、対角方向視野角０度～８０度の全区間で高く示されており、ケース３のコント
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る。しかし、８０度まで１０以上のコントラスト比を維持し、従来の場合とほぼ対等な視
野角を有している。
【００３７】
　図４は、本発明の実施例による液晶表示装置と従来の技術（二軸性フィルム２枚使用す
る技術）による液晶表示装置のブラック状態ｘ色座標を比較したグラフである。
【００３８】
　図４で、ケース３及び４の両方が、二軸性フィルムを２枚使用する場合と比べて、ブラ
ック状態ｘ色座標が全角度において高く表れる。これは、ケース３及び４が、二軸性フィ
ルムを２枚使用する場合と比べて、青色側への偏り少なく、より完壁に近いブラックを表
示していることを意味する。
【００３９】
　一方、本発明の最も大きい長所は、液晶表示装置の生産コストの節減にある。従来の二
軸性補償フィルム２枚のうち１つをＴＡＣフィルムと代表されるＣプレート一軸性補償フ
ィルムに代替することによりコストを大きく削減できる。二軸性補償フィルムを２枚使用
する場合と本発明の場合における補償フィルムの材料費を比較してみると、二軸性補償フ
ィルムを２枚使用する場合、３００００～４００００ウォン/m２、本発明の場合には１０
０００～２３０００ウォン/m２であって、本発明の場合が安価である。
【００４０】
　以上、本発明の好ましい実施例について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれに
限定されず、請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業者の多様な変形
及び改良形態も本発明の権利範囲に属するものである。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明の実施例による液晶表示装置の断面図である。
【図２】本発明の実施例による液晶表示装置に用いられた補償フィルムのリタデーション
値の測定結果グラフである。
【図３】本発明の実施例による液晶表示装置の視野角を従来の技術による液晶表示装置の
視野角と比較したグラフである。
【図４】本発明の実施例による液晶表示装置と従来の技術による液晶表示装置のブラック
状態ｘ色座標を比較したグラフである。
【符号の説明】
【００４２】
１　薄膜トランジスタ基板
２　色フィルター表示板
３　液晶層
１２、２２　偏光フィルム
１３　一軸性補償フィルム
２３　二軸性補償フィルム　　
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